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研究成果の概要：日本語は、漢字仮名交じり文を主とする特徴的な文字体系を有している。か

かる表記は、研究者間に留まらず、国内外で広く関心を集めている。 

とりわけ近年では歌の書かれた木簡が相次いで発掘の成果されており、現代日本語の特殊な

形式に繋がる古代日本語の書記法は、さらに注目されることとなった。 

本研究は、古代の書記資料として最大の万葉集を対象として、和歌集という文芸作品におけ

る古代日本語の書記法の展開と表現との関わりを明らかにした。 

具体的には、以下の３点を中心に調査を行い、その成果を論文形式で公表した。 

（１）平安期以降の仮名万葉に採録された歌の原表記を調査、比較し、平仮名に変換された

際の表現の変化を分析した。 

（２）仮名表記された歌における助辞の機能を調査した。特に大伴家持作歌に注目し、注記

の文字との共通性とその傾向をデータ化、分析した。 

（３）奈良から平安期の和歌における表現形式化についての調査を行った。 
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１．研究開始当初の背景 
 

古代言語資料として最大のボリューム
を持つ万葉集には大きく分けて三種類の

書記法が併用されており、その展開は、万
葉集研究の中で、個別の歌人や日本語の書
記法の問題と絡めて、長らく議論されてき
たところである。ところが、近年の相次ぐ
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発掘調査により、訓字に仮名を添えたもの
から一字一音表記へという従来の表記史
は見直しの必要に迫られた。 

歌を記した木簡については、その形態、
文字法などについて、考古学者、歴史学者
の発言が相次いでいるが、とりわけ和歌を
記したものについては、用いられた用途や
場の問題、文芸作品としての万葉歌との関
わりなど、文学的アプローチが不可欠であ
った。 
 
    

各研究目標に関しての個別の状況は以
下のようであった。 
 
(1)歌の書かれた木簡、特に万葉歌の書か
れた木簡が発掘されたが、その書き様は万
葉集などの文学作品に記されたものと大
きく異なっており、発掘成果を参照しつつ、
まずは万葉集の中での表記選択について、
歌の性格や表現との関わりを明らかにす
る必要があった。 
  
(2)古代の文字表記のうち、文学作品にお
ける表記と表現内容との関わりが十分に
解明されていなかった。書記法の展開とい
う線状的な書記史の把握が先行するあま
り、従来は表記と表現との関わりが十分に
注目されてきたとはいえない。特に、仮名
万葉を扱いながら、奈良から平安期を跨い
での表記と表現との変化とその関わりを
対象とした研究は、多くはなかった。 
 
 

以上を踏まえ、研究代表者は、万葉歌の
表記を、まず日本語の表記史ということか
ら切り離して捉える必要があると考えた。  

その中で、複数の書記法の中からある選
択を選ぶ際の最大の要因として、和歌表現
に注目した。 
 
 
 
２．研究の目的 

 
古代の書記を考える上で、最大のボリュ

ームをもつ言語資料である万葉集を参照
せざるを得ないわけだが、万葉集は文芸作
品であり、その表記を考える上で、作歌年
代や筆録者、場といった個別の問題を考慮
に入れる必要がある。 
 事実、それらの表記は発掘資料に残る書
記のあり様と必ずしも一致しない、このこ
とは、書記法の解明に、語学的な分析に加
えて、テクストの文学的なアプローチが必
要であることを示唆するものと考えた。 
 研究代表者は、上記の点をふまえ、特に

奈朝後期の歌人である大伴家持の書記法
と表現に注目し、その観察を通じて、対象
を和歌に限定して、和歌表現における古代
日本語の書記法の展開を明らかにするこ
とを試みた。 
 また、書記法が大きく転換した平安期以
降に筆録された同じ歌を観察することに
よって、書記法の変化と表現技法の関わり
とを明らかにしようと考えた。 
 
 
(1)万葉集などの文学作品に見られる表記 
と木簡に見られる日常普段の書き様との
関わりを考える。特に文学作品の表現や技
法と表記との関わりに注目する。 
 
(2)書記法が文学の表現とどのように関わ
っているかを、奈良期以前から平安期以降
の和歌を通時的に見通し、漢字による仮名
表記と平仮名表記された場合を引き比べ
つつ明らかにする。 
 この調査は、平安期の万葉歌の実態を明
らかにし得るという点で、享受史研究にも
資するところが大きいと考えられる。 
 
 
 
３．研究の方法 
 
 万葉歌の多くは正訓字に仮名を添えた
表記を採る。仮名書き例は、巻十五の大宰
府関係歌、東歌、防人歌、巻十七以降の大
伴家持と周辺歌人の歌というように、奈良
朝の歌に限定的に表れるのみである。平安
期に平仮名が完成することを考えれば、奈
良朝後期の歌が仮名書きされるのは当然
といえるが、大伴家持はその一方で、正訓
字仮名交じり表記も多用している。 

両者を併用する一人の筆録者の文字法
を観察することで正訓字と仮名の使い分
けを明らかにし得ると考えた。 
 平安期以降に平仮名によって書記され
たいわゆる仮名万葉を調査することによ
って、表記の変化が表現にもたらす影響を
観察することを試みた。かかる作業によっ
て、文体の中で正訓字や仮名がどのような
機能を担っていたのかを解明することが
可能になると考えたためである。 
 具体的には以下の方法を試みた。 
 
 
(1)正訓字主体表記と仮名表記を併用した
大伴家持作歌の表記と表現との関わりに
注目する。本人による筆であることが明ら
かであり、比較的資料が豊富なためである。 

まず、万葉集の、大伴家持の筆録による
と考えられる歌について、正訓字主体、一



字一音表記のものを抜粋し、その現れ方を
巻や場ごとに分類した。 

また後者と家持の関わったと思しい異
伝注記に使用された仮名とを引き比べそ
の離れ具合を観察し、データ化した。 
 
 
(2)平安期以降の仮名万葉に採録された歌
の原表記と採録の偏りを調査した。具体的
には、古今和歌六帖、人麿集、家持集、万
葉の古注釈である万葉集抄を対象とし、そ
の上で、表現の変化と表記の関わりとを観
察した。 
 
 
 
４．研究成果 
 
(1)万葉集は、多くの異伝注記を含んで成
り立つ歌集である。その注記の文字をデー
タ化し、観察したところ、家持作歌中の仮
名表記には、多くの点で異伝注記の表記と
の共通性が認められることが明らかとな
った。異伝注記の文字は、習書木簡の文字
遣いなどと近い。仮名表記の歌にも特別な
選択意識などない、日常普段の文字遣いで
あったことがわかる。 

ただし、家持歌には、係助詞や終助詞な
ど、助辞に対する特別な意識が確かめられ
る（研究成果雑誌論文２）。また、正訓字
主体の歌の中には、音注を用いたものもあ
り、単なる日常普段の文字遣いというので
なく、音を復元するのに容易な表記として
敢えて仮名表記を選択するという側面が
あったものと考えられる。 

家持に留まらず、田辺福麻呂など同時代
の歌人の作品についての検討も行ったが、
その中で歌集歌と作歌という枠組みにつ
いて従来とは異なる捉え方を提示した。
（研究成果 雑誌論文１） 
 
 
(2)正訓字を用いる場合、助辞を省くこと
で格が曖昧となることがある。そうした漢
字で日本語韻文を記録する際に起こる不
都合を逆手にとって、一つの語を二重に機
能させる技法のある（研究成果 学会発表
２）。 

一連の語に複数の意味を埋め込むよう
な視覚的な技法は、平安期以降の和歌にな
って生じた、平仮名文ゆえの特徴であると
考えられてきたが（小松英雄『やまとうた』
等）、奈良朝の正訓字仮名交じり文におい
て存在していたことが明らかとなった。 
 さらに、上記の歌が、平安期以降、平仮
名で表記される場合、訓字表記に隠されて
いた多重表現は、時代の歌風に合わせて３

句切れの歌として認識され、片方の意味を
失ったまま享受されている実態を確かめ
た。 
 
(3)平安期以降の仮名万葉に採録された歌
の原表記と採録の偏りを調査する中で、古
今和歌六帖について、異伝注記を有する万
葉歌が収録される場合、本文ではなく異伝
注記が採られていることが判明した（研究
成果 雑誌論文３）。平安期に存した万葉集
が部分的に現在のものとは異なっていた
可能性を示唆する。 

異伝については、従来、伝承の結果生じ
た歌詞の揺れといった極めて曖昧な捉え
方がなされてきたわけだが、一部の異伝に
関しては、別の書記テクストによる校合の
跡であると見なし得る。 

異伝記載歌について、平安期以降の文献
への採録状況を調査し、異伝記載歌が、万
葉集を介さずに平安期以降の仮名万葉に
流入していった可能性については引き続
き調査していく予定である。 
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